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社会 福祉 大 会 ひら く 


身体 障害 者 福祉 法 施 行 20 周 年 を 記念 し た 第 19 回 
富山 県 社会 福祉 大 会 は , 10 月 30 日 魚津 市 民 会 館 を 
会場 に 行なわ れ ま し た 

午前 10 時 か ら , 心身 障害 者 の 福祉 増進 , 児童 の 
福祉 増進 。 老 人 の 福祉 増進 , 住民 の し あわ せ を 高 


め る の 4 研究 部 会 に 分 か れ , 意見 発表 や 討議 が 


午後 か ら は , 中 田 知 事 の あい さ つ の あと , 社会 
信 祉 に 功労 の あっ た 能 松 義 次 氏 (高岡 市 ) ら 20 人 
に 知事 か ら 感 謝 状 が 贈ら れ ま し た 


三 | 和 N の 4 コッ < 
婦人 か ら 活 発 な 意見 
上 市 井波 で 婦人 県 政 公 聴 会 

婦人 の 声 を 県 政 に 反映 させ よう と 、 県 で は 11 月 
24 日 上 市 町 、26 日 井波 町 で 婦人 県 政 公聴 会 を 開催 
に まし し 7 だ 

公聴 会 に は 、 中 田 知 事 を は じ め 、 
席 し 、 そ れ ぞ れ が 関係 の 質問 に 答え 


行なわ れ ま し た 。 各 会 場 で は 、 婦 人 らし い 身 近 か 
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な 、 き め の 細 か い 問 題 に つい て 活発 に 


意見 や 要望 
が 出さ れ 、 各 会 場 と も 予定 の 時 間 を 延長 する と い 
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県 て これ ら の 意見 や 要望 を 参考 に し て より 


きめ の 細か な 県 政 を 推進 する こと に し て お り ま す 
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新鋭 農機 具 の 展示 風景 


藻 年 労働 力 確 保 に と 
東北 ・ 北 海道 で 
就職 者 父母 の 会 
県 で は , 東北 ・ 北 海道 か ら 県 内 企業 に 就職 し て いる 
苦い 人 た ちの 父母 350 名 を 招い て , 10 月 29 日 弘前 市 , 


11 月 1 日 函館 市 , 13 日 帯広 市 に お いて , 「 和 富山 県 民 父 


し た 


母 の 会 」 を 開催 し ま 
これ は , 若年 労働 力 の 不足 が 深刻 化し て いる だ た め , 
毎年 , 東北 , 北海 道 か ら 多数 の 学卒 者 を 受け 入れ て 
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ます が 。 その 方 々 か 騰 場 て 元気 に 働い て いる 次 を スラ 


イド テー プ 刻 吹込 ん r 戸 の 便り と し て 。 わが] の 近 


況 を 知ら せ , 安心 し て も ら 5 
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を 紹介 し て , こん ご 一 人 で も 多 


と も に , 富山 県 の 概況 
富山 県 に 就職 し て も 
長 ら が 出席 し て 行なわ 
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に ぎわ っ た 農業 祭 
即売 品 や 機械 に 人 気 


第 8 回 富山 県 農業 祭 は , 11 月 10・11 日 の 両 
日 , 県 民 会 館 で 開か れ ま し た 。 

各地 区 ご と に 出品 され た 特産 物 や 農作物 の 
展示 即売 に 人 気 が 集中 。 開 場 と 同時 に 押し か 


M aa の 
けた 人 た ち に よ っ て ココ た だ 。 ク 


ゃ っ 


サイ な どの 季節 も の が , 飛ぶ よう に 売れ て い 

これ ら の 展示 即売 の ほか , 県 内 農林 漁業 の 
現況 紹介 や 各種 農林 業 機械 , 電化 器具 な ども 
展示 され , と くに 江 り 中 期 か ら 明 治 に か け て 
の 農具 も 陳列 され , 農林 漁業 の 発展 ぶり が 人 


目 を ひい て いま し た 。 


県 の 概況 を 説明 する 瀧本 商工 労 性 部 次 長 


2,.000 人 が 参加 
滑川 で 体力 つく り 


県 民 大 会 ひら く 


第 2 回 体力 つく り 県 民 大 会 は , 雲 一 つない 秋晴れ の 
10 月 25 日 午前 9 時 半 か ら , 清川 中 学校 アダ ラ ウンド を 主 
会 場 に , 県 下 か ら 2000 人 が 参加 し て 繰り 広げ られ まし 


ナ ェ 


- の 大 会 は 体 カ つく り を 国民 運動 と し て 広く 県 民 の 
万 に 知っ て も らい , 自主 的 に 体力 つく り の ムー ド を 盛 
り 上 げ ば よう と いう も の で , 開会 式 の あと 参加 者 全員 が 
ラジ オォ 体操 を し, 小学生 450 人 の 「 な わ と び 体 操 」 幼 稚 
閲 、 保 育 所 園児 と お と うさ ん お 母さん の 「 親子 体操 」 
中 学生 の 若い 力 あ ふれ る 「 躍 動 」, 婦人 会 300 人 の 『 新 
作 バ レー ボー ル 体 操 」 と , この 回 の 新しい 試み と し て 
八尾 中 学校 生徒 150 人 の お わら 踊り を 体操 に し た 「 民 
謡 体操 」 が 力強く 披露 され まし た 。 と くに , これ か ら 
県 内 に 広がっ て ゆく で あろ うこ の 民 詳 体操 に は , 盛大 
な 拍手 が お くら れ ま し た 

また , 第 二 会 場 の 滑川 市 民 会 館 で は , 体力 つく り の 
研究 討議 が 行なわ れ ま し た 。 
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富山 統計 調査 事務 所 


測 2 次 世界 大 戦 で 、 大 条 山 を うけ 
た 日 本 に と っ て 、 た ちあ が る た め に 
は ほ は 、 ま すず 食 様 生産 で あっ た 

、 食 粒 問 題 を 解決 する た め 
に 、 生産 の 基本 と な る 作物 統計 を 近 
代数 理 統計 学 に 基づい て 、 信 用 で き 
る も の に し な けれ ば と いう マツ カー 
サー の 考え か ら 、 ヒ ント を 得 て 生 
まれ た の が 、 農 林 省 作物 報告 事務 所 
(現在 の 統計 調査 事務 所 の 前 身 ) で 
ちっ た 。 

統計 事業 は 、 農家 や 農業 就業 人 
中 、 電 家 経済 、 農 産物 の 生産 潜 、 畜 
誠 、 履 褒 、 林 業 、 水 産 統計 た ど と 琉 
充 さ れ 、 最 近 は 、 生 鮮 食 料 品 の 物価 
対策 な ど 、 流 通 統計 や 情報 サー ビス 

も 行ない 、 県 民 の 日 常 生 岳 に 深い つ 
な が り を も っ て いる 

と くに 、 こ と し 6 月 か らら キメ の 組 
か ゆい 地 域 農政 を 推進 する た め 、 農 政 
局 に 統合 され て 、 農 業 の 近代 化 や 地 
域 構造 分 折 な ど と る 取り 組み 、 県 内 
2.315 の 農業 集落 や 、 地域 の 農業 構 
造 を 統計 的 に 分 析 し て 、 臣 速 に 准 み 
つつ ある 農業 の 酸 械 化 、 労 働 生 産 性 
の 向上 に メス を 入れ こん ご 
の 農業 の 方 向 に 宮 す る た め 
の 資料 提供 機関 と も な っ て 
いる 。 

富山 市 西山 王 町 6 の 3 に 
本 所 を も つ ほ か 、 富 山 、 高 
岡 、 急 津 、 福 野 に 出張 所 を 
配 し て いる 
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明る く 末 か で 住 よ い 卿 土 は 、 県 民 
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た め の 青 写真 と も いう べき 第 4 次 県 
9 和合 計画 が 、 県 内 外 の 系 知 を あつ 
め て 去る 8 月 に 完成 し まし た 
この 計画 は 、 昭 和 60 年 代 に お ける 
望ま し い 県 民生 活 の 内 容 と 、 こ れ を 
実現 する た め の い ろ い ろ な 開 人 計 画 
か ら な っ て いま す 。 
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と し て 均 簡 ある 開発 発展 を 目指 す 中 
部 園 の 開 洲 整備 。 大 平 洋 沿 涯 と の 格 
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の 開発 な どの 仕事 を 引継 きま し た 。 
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北 回 り 新 幹線 鉄道 、 大 阪 や 名 古屋 と 
結 記 北 陸 、 東 海 北陸 両 自 動車 道 拓 
ど 、 基 幹 交通 網 の 整備 。 最 近 不 足 が 
ちな 水道 用 森 、 工 業 用 水 友 ど の 対策 
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ウソ ツキ 製品 な ど に 
惑わ され な いた め に 
お 買い も の 相談 は 
消費 生活 相談 室 へ 


富山 県 民 会 館 1 階 南 側 に 設け られ 
た 県 消費 生活 相談 室 で は 、 専 門 の 相 
談 貞 3 人 が 常駐 し て 、 お 買い も の の 
知識 や 苦 博 相談 に 応じ て お り ま す 

どなた も 気軽 に ご 利用 下さ い 。 


ビーーーーーー 日 曜日 の 朝 は テレ ビ で 県 政 を 


"ん な の 奄 用 県 政 の 広報 事項 を 、 フ イル ム ュ 構 成 お よび 対談 で 放送 


(毎週 日 曜日 ) し ます 。 
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